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郊
外
地
と
一
石
ひ
郊
外
生
活<?:
沄
ふ
:0

何
が
郊
外
で
ど
ん
な
生
活
亦
郊
外
生
活
1

の
：か
::
<

)
之
れ
を
茲
で
間
題
に
す
る
豫
宛
.で
ぁ
る
が
勿 

論
、'
全
部
に
苴
っ
：
.て
充
分
な
硏
统?:
.

麻
す
事
は
出
來
％
い
。.從
來
、
：筆
者
の
發
表
し
た
都
市
に
關
す
る
論
文
中
、
：未
だ
着
手
む
て
な
か 

っ
た
も
の
が
此
の
郊
外
論
で
ぁ
る
：、
'.

そ
れ
故
、
本
論
は
、
郊
外
及
び
其
の
；生
活
に
對
す
る
總
栝
論
を
試
み
：る
に
止
め
た
い
。

.'
郊
外
と
は
何
で
ぁ
：る
、か
、

〗

と
：一

K

ふ
間
：題
が
先
づ
提
示
さ
れ’る
。
：
之
れ
に
對
し
て
最
も
簡
單
に
答
へ
る
な
，ら
ば
、
：
郊
外
七
：は
或
る
都
市 

の
地
域
的
外
側
龙'<
?

*
云
っ
.
弋
差
支
な
い0

即
ち
其
0

都
市
が
都
市
の
冲
心
地
か
ら
見
て
地
.域
的
に
播
：に
終
ら
：ん
，と
ず
る
外
側
地
|
が
郊 

外
；で
ぁ
る
。
：勿
論
、
茲
で
写
ふ
，
都
市
及
.び
都
市
の
地
域̂

は
、
：：直
：：に
行
政
的
な
市
及
び
市
域
で
は
な
：
5

 

都
市
と
.其
：

Q

逢
活
地
域
と
セ
弟
る
。
雄
っ
て
行
政
區
劃
，に
ょ
^

市
部
郡
部
の
區
別
於
市
と
郊
外^

の
.實
體
的
區
別
に
な
ら
な
.い0
唯

着

的

寒
j

i

f

f

号

.行
政
區
劃
•

る

西

が
I

氮

J

る
#

1
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:
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に
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過
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..
外
；は
充
分
な
抱
；意
を
要
ず
る
？
ン
ノ
.

、
ヨ

)

.：：
鋒
'

.

>
 

:1,',

-'
ノ〔

:
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，
敬
、
；：郊

外

が

證P
她
：域
的
末
：端
的
外
側
で
あ
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
.都
市
に
就
い.
て
も
郊
外
現
象
を
認
め•る
潘
が
出
來
る
か
、
：：此 

の
間
題
は
脾
謂
都
市'の
外
側
又
は
：外
周
圓
乃
至
：は
藤
邊
法
异
ふ
が
如
き
物
规
的
地
理
的
觀
念
忙
基
い
：て
：取
扱
ふ
欢

^

ン：
.
.
.
.
.
.
.
. 

' 

.... 

.
 

.,

:
'
:
!
.

凡
べ
て
：の
密
集.聚
落
に
郊
外
現
象
が
附
隨
す
：：る
事
と
な
る
。
，密
集
的
聚
落
：に
あ

0

て
は
、
常
に
其0
密

集

狀

況

-
—

殊

に

建

築

物

の

櫛 

比
せ
る
狀
爵
謂
連
檐
狀
況
は
、
大
體
唞
心
i

り
外
方
比
離
れ
る̂

從
タ
て
ぃ
、密
度
が
密
ょ0

粗
べ
と
移
る
を
通
則
と.す
る
。
從
つ
て
其

の
集
國
0

最
外
側
に
在.
つ
て
ぼ
、
密
集
狀
熊
が
離
散
的
に
な
る
.。
か
V

る
空
間
的
現
溆
を
以
つ
.て
郊
外
現
象
と
す
る
な
ら
ば
、
郊
外
は

* 

• 

，

單
に
都
會
に
の.み
限
ら
.れ
名
現
象
で
な
い。
:'
' 

:

号

'■
'
.

「

さ
れ
ば
、
兹
に
問
題
と
す
る
郊
外
と
は
>

單

な

る

：空

間

的

地

_

的
狀
態
で
は
な
い
。
勿
論
ノ|

に
從
つ
て
郊
外
と
沄
ふ
時>

吾

.々

.

.

.

.

. 

,

* 

'
 

.

.

.

.

は
直
に
田
園
風
趣
の
間
に
點
在
し
て
建
つ
た
俾
宅
她
喊
を
想
ふ
。
：又
、

」

之
れ
が
郊
外
#

あ

る

：
に

不

屢

味

無

.
い
。
蔬
菜
、
麥
、

：

薯
、>
大 

.

根
、
猫
子
、
胡
爪
の
畑
が
あ
つ
た
り
、
：灌
水
用
の
小
溝
に
鮒
や
目
高
が
泳
い
て
ゐ
，た
り
、
：
雜
木
林
令
竹
簸
が
あ
り
、
所
に
ょ
つ
て
は
桃 

畑
も
あ
る
、
近
所
に
新
し
い
性
宅
が
茅
養
屋
根
の
百
姓
家
.に
混
つ
て
ポ
ッ
く
建
つ
。
家
の
內
に
居
て
大
地
、
大
氣
の
匂
ひ
を
は
じ
め 

へ
草
い
き
れ
、
肥
料
の
臭
ま
で
腹0
豉
ま
で
充
分
に
吸
い
込
む
事
の
出
來
る
所
が
郊
外
だ
と
思
は
れ
ゐ
に
不
思
_
は
無
い

':
0

‘風
が
少
し
强 

く
吹
く
と
畑
が
家
の.中
に
引
越
し
て
來
た
と
一

K

ふ
、
德
富
蔵
花
の.往
ん
.

*
た
千
歳
村
は
當
時
に
'し
て
は
郊
外
を
出
過
ぎ
て
恐
く
全
く
田
舍 

■で
あ
っ
た
ら
う 

■.

し
か
し
、
か
う
し
た
景
覜
も•、
.
町
や
市
が
發
展
し
膨
脹
す
れ
ば
直
に
無
く
な
つ
て
了
ふ
、
。

.

.

‘ 

：.
''
;

「

私
.が
此
_

に
初
め'て
©

を
ト
し
て
か
：ら
、
も
.̂

千

年

近

，
く

な

る

が

.こ
0;

間
の
變
灌
ほ
實
に
夥
し
い
も
'
:の
で
知
る0
都
會
の
膨
脹
カ
ぼ
絕
ぇ
ず
澳 

■

へ
奥
へ
と
喰
ひ
込
ん
で
行
つ
て
ゐ
る
デ
昔
ノ
櫸
の
大
會
な
並
木
が
あ
づ
ー
た
と
こ
る
に
”
立
雾
石
猎
め

r

v

.出
来
た
り
、
此.近
所
で
は
見
る
と
と
が
出
來.な
か
つ
：.た
：綺
麗
な
ハ
ィ
ヵ
ー
ブ
欢
細
お
が
诃
愛
い
子
供
を
伴
れ
て
涉
い
て
ゐ
た
り
す
る
パ
停
取
場
へ
通 

:

ふ
路
に
は
*

も
と
は
田
_

で
：崙
冷
た
と:-
^

に
:'
:新
開
の
：町
家
が
つ.
^
い
て
出
涑
て
、
. ©

削
役
所
に
通
ふ
人
達
が
：洋
服
姿
で
ぞ
ろ
く
と
通
つ
て 

;
. 

'行
く
0

何
で
も
代
：々

木
のf f

ボ
場
め
弃
降
者
は
今
で
は.每
日
一
一
千
人
を
下
ら
な
：い
で
、
容
の
多
い
こ
と
で
は
全
國
の
驛
中
軋
六
锥
目
だ
と
い
ふ
話 

で
- '

る
：0
:
私
め
：來
た
時
分
ぼ
：、
：そ
扣
饮
小
さ
な
妒
は
れ
1

靡
墩
：で
、
冬
は
木
描0 ;
風
说
寒

■

「

に
：
®

い
て
ゐ
た
-の
|-
.
:
，
し
... 

::

.
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.

'之
れ
は
花
袋
の

「

東
京
の
近
郊

」：の
： 1

.節
で
あ
る0
大
班
九
年
版5
從
つ
て
之
れ
が
町
と
な
り
家
々
が

«

て
込
ん
で
：來
て
、

以
前
の
様
な 

的
園
自
然0
風
景
が
無<'
,
:な
0
'て
了
ふ
と
、
，
最
早
、
郊
外
'と
は
考
へ
ら
れ
な
く
な
る
0
,故
に
郊
外
と
は
田
舍
と
都
會
の
.接
觸
地
帶
と
云 

ふ
事
が
出
來
る
。_.そ
れ
と
同
時
に.此
の
都
會
が
相
當~の
.大
さ
ぞ
持
や
必
要
が
あ
る
。
：
小

.さ
ー
町
で
は
：町
金
體
が
郊
外
：の

_

で
、
假
令
、
一

部
分
は
非
常̂

遮
：て.込
ん
：で
ゐ..で
も
：町
の
中
：心
：に
'あ〗

る

家

を

出

て

數

分

な

，
ら

.ず
し
て
-
;
田

_

に

出

ら

れ

■ 

■ 

■ ..
 

....
 

' 

- 

. 

. 

.

. .■

:
の
'區
別
が
.な
い
。
郊
外
が
本
質
的
^

_

せ
ぁ
：る
爲
め
に
は
、
：
少
く
と
も
都

# :

の

大

サ

，
ゆ

可

な

り

0

寶

'
1
更
に
都
市
殊'に
市
街
地
.の
廣
サ
は
人
ロ
1:

に
關
係
す
る
所
が
多
い
故
に
、
郊
外
を
持
つ
都
市

Q
.

大
サ
は
同
時
に
人
口
量
の
大
小
に
も

.
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猶
準
ぞ
持0
事
と
な
る0
今
假
り
に
結
論
を
先
き
に
耷
ふ
事
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
郊
外
現
象
は
、
現
代
大
都
市

(

殊
に
人
ロ
百
萬
級
都
市

)
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規
象
で
赛
るi

斷
忠
U

た
い
？
勿
論
、
；
旣
ぬ
述
.ベ
た
様
な
意
味
セ
、
市
街
观
と
田
園

と
の
接
觸
地̂

と
し
て
；
り.郊
外
は
人
；
5

ー.十
萬
、 

'十
萬
轔
0

都

市

提

ぃ
'て
：
も

見

名

事

が

出

來

：
る
：
。
：
し

が

し

«

に
述
ぺ
备_

な

：
现&'
及 

郊
外
現
象
ば
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代
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最
大

:

'

.
都
;#

郊
外
输
序
說
：
::'
'.
$
 

J
-(

六
0

へ1

0

ノ



i
>
V
J
v-
-
-
.
.
.
.
. 

v

>;
.
-
:
''
:
'̂'
-
;-c
.»1
:i-
,
?
-
*
,
>
i
'
p
*
r
s
v
‘
.

.-
,
*
*
"
*
?
.

.;
'
>
-
*
^
r
T

i;
,
-
f
.
?
.
i

.-
v
*
V
J
*
.
^
^
v
.
r
.
s
'
n
i
e
: 

.

".
;
T
>
*
y
.

5ll
:
,
'
r
K
r
.
—

v-
.
-
J
B
W 

i 

— 

i
-

:■ 印

s
 

r 

* 

f
t 

•
 

-
 

<
v

;.•
>
;
‘.-
>'
.■ 

v
v
-
f
-
.

vi>v. 

v
.
r.
.f.
.

. 

:
'、c-
li>
:.
r
;
5
-
»- 

•
a
n
.
c
?
v
-々

;l
4
-
i
i
r
T
V

«-
v
s
6
t
u
i
N
V

r-
-;
'
*/.
,;
'
'
,-,
.
-,;
'
_
.
-
.

;f
'
>.
-
;
.
,、''
•
••
.
•
-
'•
•'
'
.
-
.
.
'
.
.
•
-

(.
.
••.
•I
-
.
.
.
.

..

.•;
•
-•
-
■:
.
-
. 

パ.
' 

こ.
-:
I

.

.

...V; 

.

.

.

.

. 

•
.
.

.
”

く
.
.
'
:
.:

;
....
 
.....
 

.

.

.

. 

,
.
v
.

:,
:
.
.
.
-
.
:
.
i
:
f
.
,
!

.-

.

.
, 

.

.

.

.

.

.

.
都
市
郊
外
讁
序
說:

'

三
A

一
 

c
^

a
i

l
>

 

都
市
の
現
象
だ
と#

へ
：た
.

い
：0:
.中
心
：
'
に
あ
づ
て
は
、
：、ど
ラ
踯
い
ゼ
も
^

て

悠

：
々

し

た

天

地

.
ぬ
出
.る
に
ん
、
數
十
分
の
時
間'

若
干
の
交
通
費
を
要
ず
る
樣
が
大
サ
を
持
0

都

市

：
に
：
つ

郊
外
.が
.あ
：.る
0
.'
'
.:;
:
'

.'
'

' 

V
,:
.

人
•:

、;:
'

,

.

v
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'
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郊
外
と
は
旣
に
述：

ベ
た
.
様
.
に
‘

：1
都
市
市
街
地.
の
中
心
，か
ら
見
て
外
側
の
阆
邊
で
あ
る
o 

'市
«

地
と
田
園
ど
の
接
觸
點
で
：あ
：る
9

#

に 

靡

地

；と 
一

K

ふ
所
以
ゆ
、
パ
其
處
が
純
粹
の.田
舍
で
な
く
て
都
會
生
活
の
形
式
が
延
長
し
て
.
來
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。.故
に
郊
外
生
活
者. 

は
、
其
れ
都
市.
の
市
民
で
あ
つ
セ>

都
市
0

側
か
_ら
見
た
も
0

に
外
な
ら
な
い
。
其
處
で
か
ヶ
し
た
地
域
と
生
活
0 ;

成
立
は
、
都
市
-の 

發
膨
史
的
經
過
に
於
い
で
見
な
く
て
ば
だ
ら
ぬ
所
と
な
石
。

.

.

.'
‘
1: 

- 

- -
•
-
.
ム 

先
づ
第
.

4

に
氣
附
ぐ
事
は
、
都
市
の.膨
脹
が
人
口.
の
增
加
と
共
に
、
空
間
的
：に
« :

サ
及
'
び
« -

ザ
を
擴
大
ず
る
事
で
あ
る
。
.
'

つ
ま
り
.I 

’
定
茴
積
の
土
地
に
は
居
住
人
口
の
飽
和
點
が
在
る
：。
若
し
人
口
量
が
增
加
し
て
飽
和
點
に
近
づ
，き
、
又
は
之
れ
を
越
す
欉
に
な
る
と

*

. 

.

.

.

.

. 

.

.
-
• 

-
• 

, 

、
 

...... 

r 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

'

■ 
■-.
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.

.

此
の
分
の
續
加
は
從
來
の
地
域
に
滯
留
す
る
を
得
な
い
か
ら
勢
ひ
外
方
へ
と
溢
跖
す
る
。
亂
，み
に
東
京
に
於
け
る
數
字
を
見
る
？
琅
東

.

.
-
• 

; 

.

.

.

. 

•
-
•
•
•
• 

■

:
.
•
•
.
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• 
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*

市
人
ロ
は
明
治
一
一
十
一
年
に
首
三
十
萬
人
を
持
ち
、
之
れ
が
同
四
十
年
腐
に

.ニ

.
'百
萬
に
達
'1
.
.て
ゐ
る
。
此
の
：

U

十
年
間
に
取
京
市
で
五 

四
^

許
り
人
口
が
增
加
し
て
ゐ.る
。
し
か
し
昭
和
七
年
に
市
域
擴
張
す
る
迄
は
、
東
京
市
人
ロ
は
期
治
四
十
年
以
後
、
餘
り
增
加
し
て 

.

ゐ
な
い
。
市
勢
調
奔
に
ょ
る
と.四
'

1
丨
四
四
年
迄
は
反
つ
て
苒
び
百
六
十
萬
臺
又
は
百
.
九
十
萬
臺
に
低
下
し̂.

ゐ
る
が
大
.正
1
兀
苹
以
來 

の
數
字
は一

一
百
三
十
五
萬
を
越
さ
ぬ0
第

1

囘
國
勢
調
鸯
で
は
：
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百
十
七
离
と
袞
ふ
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が
承
さ
れ
て
ゐ
る
？
の
み
な
ら
ず
士
 

.一
年
の

鱗

震
災
で
東
..京
市
0

人
ロ
は
.(

勿
論
舊
市
域
で
ぁ
る
が>
、百
九
十
萬
裏
に
偁
落
し
復
、
ノ-

一
一
瓦
七
茑
セ
ぁ
り.，
噶
和
七
屯
の
：市
域
尤
擴
張
後.の
合
併
新
人
ロ
を
別
唤
ず
れ
ぱ.元
東
京
市
棣
.
の
人
：ロ
は
結
局
一

|

百
萬
人
臺
を
以
っ
て 

最

高
, £

し
：て
ゐ
る
。
土
れ
が
取
京
舊
苽
域
の
：飽
和
人
0 '

と
云
っ
七
差
吏
：な
：
^

* .

職
と
- ^
:

で
0

東
京
ば
六
百
萬
忙
も%

對
し
て
镔
市
域
人
口
は
一
ー
百
萬
餘
を
容
れ
る
に
過
ぎ
な̂
'

っ
ま
り
、
大
衆
京
の
膨
贬
钇
來
し
た
人
ロ
の
新
し
い
^g

分
、
.約

四
百
萬 

人
は
：、
，：取
京
市
域.の
外
側
に
溢
出
し1居
住
し
て
.
了
っ
た
事
に
な
る
。
"

こ
0

外
側
が
.
東
京
市
の
膨
脹
以
俞
に
は
、，
田
園
で
ぁ
っ
た
事
は
改 

め
て
.
說
く
迄
も
な
い
。.
か
く
し
て
昭
和
五
年
に
於.け
る
材
料
に
基
く
と
舊
市
域
の
飽
和
人
口
は

M

百
一
一
十
萬
と
算
出.さ
れ
其
，の
到
達
年 

次
は
昭
和
.
十
三
年
と
推
定
さ
れ..て
ゐ
.
る

(

東
京
饰
役
所「

大
東
.
京
概
觀
し
第
五
章
參
照
デ
反
之3

新
市
域
は
昭
和
五
士
ハ
年
迄
に
六
百
萬 

を
容
れ
る
餘
地
ぁ
り
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
：

.
勿
論
，
飽
和
人
ロ
め
算
出
は
其
の
方
法
を
異
に
す
ー
る
に
從
っ
て
答
が
ー
樣
で
な

^

が
、
當
面
の 

間
題
と
：し.
て
は
、.
建
築
及
び
生
活
樣
式
其0
他
に
特
别
の
變
化
狀
無
い
限
り
東
京
市
奮
市
內
の
飽
和
入
：ロ
は
旣
に
實
現
さ
れ
セ
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求
め
れ
ば
見
出
し
将
る
现
で
あ
る
。
前
揭
の
表
に
於
い
て
、

.
'
.略
海
五
.
ヶ
年
に
於
け
る
東
京
市
杓
外
の
人
口
：增
加

Q
.

傾

向

が

示

：さ
：れ

て

ゐ 

る
が
其
の
増
加_

を
算
出
す
る
と
、
第
二
表
の
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
舊
市
內

(

.當
時
の
.
取
束
市
¥

人
，
ロ

ば

明

治

四

十

年

以

锨

は

兎

に 

角
、
：
其
の
後
に
於
い.
X
は
舔
五
欠
平
次
に
增
加
が
無
い
と
民
つ
て
差
ぃ
支
な
い
：に
：對
し
：、
新
市
域

(

么
れ
が
* :
:

'
體
策
贫
を
»

成
す
：る
部
分) 

の
入
口
は
，
日
露
戰
役
頃
が
ら
急
激
に
.增
加
を
.
は
じ
め
、
こ
の
傾
向
は

(

ほ
免
贫
割
© .

增
加
率)

大
此
九
年
ょ
り
十
四
年

(

震
災
を
含̂
む̂
 

年
欢)

',
-
'に
於
い
文
約
八
割
に
飛
躍
し
て
ゐ
る
。
昭
和
年
間
に
入
つ
て
は
稍
低
調
を
示
し
た
が
そ
れ
で

も
三
八
^

ニ
五
^

七
な
っ
て
、
M 

く
可
き
增
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を
^

し
：て
：ゐ
る
：
p

:
以

：
上
：：の
：
倾

向

に

龙

る

：
と
；

>

#

市
の
飛
躍
的
膨
服
策
朿
の

)

は
日
露
戰

f
と

琴

i
で
あ
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、
M 

近
で
は
、
：
世
界
大
載
後
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^

間
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面
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近
松
湫
紅
は
大
淼
に
就
い
て
次
の
樣
に
書
い
て
ゐ
^

明
治
彐
十
五
ニ
ハ
年
カ
项
、
汽
雖.に
乘
っ
；’て
大
森
を
通
過
し
な
が
ら
、
高
毫
の
方
を
姚
め
る 

.

と
林
の
中
に
裘
畑
が
，勘
：綴
し
て
，
五
六
月
顷
と
も
な
れ
ば
ハ
そ
れ
が
黄

&

く
晛
熟
し
て
ゐ
る
の
が0
=
に
付
い
た
.
0
.
:

:や
が
て
日
霡
戰
绝
が
あ
.つ 

-

た
。
何
と
い
•つ
て
.も
.
..
:
戰
勝
後
の
'
0

本
の
繁
梁
は
大6

な
，如
の
で.あ
つ
た
.

0
來
京
市
の
膨
脹
は
漸
々
咏
に
見
ぇ
で
來
た
0
'
明
治
四
十
部
頃
に
.な
る 

.

と
、
：大
森
が
南
郊
の
最
も
好
適
な
：る
往
宅
地
と
し
て
：、
ゎ
れ
も
く
と
ぃ
そ
っ
ち
の
方
へ
新
住

%

を
求
め
る
者
が
續
出
し
た
？：

で
も
ま̂
夫
正
十「

$:
0.

簾
災
处
前
ま
で.は
、
：開
け
た
と
い
づ
^

そ
れ
ほ
ど
把
は
な
か
づ
^

か
、
：震
災
か
ら
後
十
餘
年
間
の
.發
展
は
ひ 

と
り
大
蘇
ば
か
り.で
は
な
：い
^
7
日
の
大
束
取
と
な
る
ま
'で
の
凄
ま
。
ロ

 

■ 

此
の
'都
市
膨
靡
の
趨
勢
を
；現
»

に

眺

め

て

^

ょ

ぅ

::
0

魂
京
市
役
所
編.

「

束
京
市
部
外
に
於
け
る
'交
掘
观
關
の
發
達
と
：人
ロ
.の
增
加
し
と 

1
J
:
調
赉
は
昭
刹
苎
弈
刊
肟
で
年
代
御
に
は
聊
ク
古
い
が
上
述
し
龙
彳
東
京
市
人
ロ
の
躍
進
的
年

―

郎

ち

明

治

大

疋

の

各

末

期

の

數
. 

字
：は
揃
つ
て
ゐ
る
.か
ら
し
5

:

之
れ
尤
ょ
づ
て
少
し
ぐ
右
趨
勢
を

.馨

し

ょ
3

ぐ
"

入

^
^

比
の
調
赍
に
於
い
て
はm

. «
< D

郊
外
S

市
外
.

¥

顧
圈
に
分
ち
、
減
ー
論
を
直
擴
的
隣
接
町
. #

と
し(

^

の̂
^

淀
橋
、
犬
久
保
、
：：机

は

巢

液.瀧
野
州
、
柬
は
大
島
、#

町
に
至
：る
十
：
<

ケ
町
>

更
に
之
れ
に
外
接
す
る
士
ハ
ケ
町
村
を
以
つ
て
第
ニ
.

V :

圈
: i
:

し(

南—

大
弁
、.
西
1

代

.々
.權
:*

中
：野
:'
'
*
.北
1'

板
«

、—

子
^

朿
I

小
松
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碧

1

圈
览
更g

そ
の
外
方
を
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繞
す
る
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ニ
ケ
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篱
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，
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け
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'
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の
諸

人
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に
於
け
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人; 0
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の
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勢
を
見
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：
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る
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前
揭
書1
1眞
、
括
弧
内.ノ
數
字
ハ
國
勢
調
杳
-

ョ.ル
モ
：>
、特ニ指數トシテ算出セリ、太文字ハ筆者

，

【

：
_

右
表
の
示
す
所
に
ょ
れ
ば
第

一

圈
區
に
於
.：い
て
は
太
文
字
の
承
す
通
々
、
明
治
四
十

〕

年
以
降
に
、
：第
二
圈
に
於
いV

1

大
芷
十
ニ

:

年
.度
に
飛
蹓
的
發
展
が
窺
れ
る
、
第
四
_

は
.著
し
‘
含
增
加
を
見
ず
、
第1
1
:函
は
同
じ
く
大
疋
十
一
一
年
度
に
や

〜

類
著
な̂

如
が
あ
れ
ど
、

玫
の
程
度
- €
>

飛
§ |

は

第

1

圏
區
で
：は
明
治
四
十

I

年
度
即
ち
十
五
年
以
前
に
、
.
第

I

一
圈
區
に
於
い
て
は
、
大
正
：

1
1

年
以
後
即
ノ
約
十 

牟
前
に
於
い
て
現
實
し
た
：數
字
；で
あ
.
る
o
. 

.

>

■

從
っ
て
前
述.龛

、
明
治
及
大
；最
期
の
東
京
に
於
け
る
都
市
人
ロ
の
膨
脹
は
芷
し
く
、
隣
接
町
村
に
溢
出
し
、
，
し
か
も
其
の
後
年 

に
な
る
に
及
ん
で
ょ
り
外
方
へ
と
擴
張
し
て
行
っ
た
事
姑
明
自
に
汞
さ
れ
て
ゐ
る
？
從
づ
て
各
地
區
の
增
加
率
を
見
る
と
、

I

定
點
に 

到
達
し
た
地®

の
增
加
率
はT

減
退
の
勢
を
示
し
てt

o

:
大
疋
九
年
:.
:-,
'十
四
年
の
雨
度
の
.國
勢
調
赉
に
象
さ
れ
た
、
'1
各
地

區

の

增
 

加

率

女

見

：る
：と
、
第

：
ー

圈

區

は

四

七

炻

第

-~
:

圈

區

は.
ー

四

ニ

ダ

第
m

圈

區

は.
一.：

1
,
,
九

多

第

四

圈

區

は

六

〇

^

で
あ
っ
て
、
此
の
年
次
に
は 

第
一
ー
幽
區
：の.增

加

，率

の

最

優

勢

を

物

語

っ

て

.ゐ
るo

即
ち
、
溢
出
人
口
が
旣
に
、
第

」

.
圈

區

を

可

成

の

程

度

に

埋

め

盡

し

て

、
.
更

に

與
 

の
外
方
に
侵
人
す
る
事
盛
な
る
を
示
尤
も
の
ザ
、
，
更
.に
第
三
圈
區.も
漸
く
此
：の
侵
入
の
盛
：な
各
を
录
し
、
：第
四
圈
區
は
其
の
.未
し
を
思

は
せ
る
o
各
地
區
の
人
口̂
*1
1

の
絕
對
數
は
此
處
に
於
い
^
第
一
一
圈
區
が
多
く

一：
一一
 

十
七
萬
人
其
及
び
第
一
圈
區
：の
三
十
萬
人
を
凌
駕
し 

大
| £

九
难
に
於
け
る
兩
者
の
人0

比
0

七
丨
三
の
割
合
が'-

+

*

:四
年
に
.は
.
满
九
ギ
四
十̂

^

比
#

^
 

ぺ 

故
に
第

--
*

圈
區
は
比
較
的
に
取
く

(

明
治
の
末
期)

郊
外

地
と
な
り
、
更
に郊
外

地
侵
出
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期

著

て
I

I

が

粜
I

ぅ
I

今
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な
い
か
大
體
明
治
に
ま
で
齧
い

I

外

的

田

置

趣
I

一
期
と
し
、
次s

i

期

ょ.
o

大

正
S

そ
し
I

I

碁

I

ず
る
。
璧

1

1

1

:

1

期
l

i

i

l

f

 

(

P

因

I

I

靈

、
大
體
I

產

外

I

り
.
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I

I

囊

見

れ̂
る
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そ

し

て

義

な
|

乍
|

京
|

中

心

と

し
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5

と
考
へ
て
ゐ
る
。
此
の
點
は.な
ほ
充
分
*
檢
討
す
る
を要

す

る
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註
.
明
治十

！
！

苹
頃
の
蹲
分
，
駒
場
敗
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の
光̂

i

益
の
^ ;

を
下
り
石
ど
，.あ
た
，り
故
何
處
と
な
ぐm
.舍 

:v
:

'

^

^

uて
來
て
、
藁
葺
办
：蒙
が
あ
っ
：だ

(?
;

，(

小
川
が
あ
っ
：
た

.力

.
V
.
:橋
が
あ
つ
た
り
、
水
：唓
が：.そ
.こ̂

:め
で
I

つ
：：

て
：
ゐ
た
り
し
た

o
:軾
は
：そ
こ
を
步
ぐ 

だ
;'
:

と
、
：故
鄕
に
ヤ
も
歸
泠
沈,

っ̂

や
5

な
氣
が
丄
；て̂

と
汝
く
毋
親
：や
祖
览
母
；の
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备
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巧

^

識

泜

々

個

獨

■'
{

-
•■
<
}
:札

ば1
1
冲
部«

の
_

は

、
せ

び

：し

為

山

^
^
^
^

ザ
あ
っ
た
り
し
て
、
牛
込
の
奥
に
は
、
狐
や
狸
な
ど
が
夜
毎
に
出
て
来
た
し

(

同
上
、
三&

具
^
本
鄕
も
影
康
ま
で
が
江
戶
の
ぅ
ち
し
で
あ
っ
た
ら 

、'5;
.が
，
明
治
求
期
に
小
學
校
曝
代
を
本
鄉
に
_

っ
^

筆
#

の
.励
想
^

は「

ぞ
0 '

敗
な
ぼ
'肀
馱
农
町
办

り
の
太
田
候
屋
现
ば
鮮
る
湫
し
が

0.

た
ャ
故
律
撕_
篆
か
：ぢ
田
羽
歡
に
敗

_

^;

藪

下

：
と

献

す

4

道
に
は
：
1
遠
り
_狼」

酸

^5

と
云
は
れ^;
ゐ
た
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.

.庭
内
の
老
樹
に
木
觅
が
来
た
り
、
池
に
丑
位
驚
や
力

.ハ
セ
ミ
の̂

る
.
®も
珍
し
く
ゲ
く
、
蛇
や

g
.

ね
連
っ
て
は
、

一
々
驚
い
て
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ 

■

た
.'0

先
代
の
代
に
は
狐
も
狸
も
出
た
と
云
っ
て
ゐ
た

0

0-
1

端
_

灌
山
ザ
は
、
泮
日
の
摘
葸
浼
取
り
に
最
も
ぅ
れ
し
い
所
で

.あ
っ
た0

大
I H

中
期
に
大
森
！4移
っ
た
：が
木
原
山
は
開
け
て
ゐ
た
が
そ
の
3

麓
は
ま
だ
く
開
け
て
ゐ
な
か
ヴ
た0

前
が
麥
畑
*

裏
が
桃
畑
、
そ
れ
が
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上
ょ
り
木
原.山
は
づ
れ
の
地
域
で
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f
-

地
の
商
人
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別

莊

擬J

で
物
を
賢
っ
て
奘
れ
た
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洗
足
、
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1
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田
ヶ
ハ
☆
等
が
丸
で
田
舎
で
あ
っ
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の
は
^

ふ
迄
も
な
い
。
そ
れ
が
大
正
屮
期
で
其
の
後
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著
し
い
變
化
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遂
げ
た
の
で
あ
る
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露
戰
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倉
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で
あ
る
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襲
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は
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更
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宴
薇
で
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華
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變
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凡
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建

贫

鸩

地

域
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；づ
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双
が
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に
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葸
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に
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何
の
苦
勞
も
な
け
れ
ば
氣
兼
も
な
い
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暢
々
し
た
、
空
の.S

ろ
の
始
終
晴
れ
て
ゐ
る
郊
外
へ
ぅ
つ
名

W

5

こ
と
は
•
未
亡 

人
の
、
五
六
年
こ
の
か
た

Q

希
望
で
あ
っ
た
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屮
略)

町
往
居
の
煩
は-
し
さ
，、に
疲
れ
たー

と
い
へ
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い
ふ
の
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未
亡
人
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ん

く
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分

の
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磐

と
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議
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に
氣
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京
を
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で
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澤

山 

.

植
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荷
風
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ヶ
谷
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年
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敎
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s
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以
前
か
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ヶ
谷
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漢
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で
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森
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<
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漢
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し
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猛
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應
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蒙
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郊
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丈
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麗

；土

し
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傷
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人
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除
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こ
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樂

郊

外
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養
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茲
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件
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四
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；
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郊
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ゐ
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；
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な
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.
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.
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磊
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；
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；
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■

^
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述

し

：

s

i

_

■

連
,

し

め

る

,

に

芩

の

新

を

經

纖

服

麗
S

迄

：
■

:

じ

だ

ぬ

ほ

明

治

四
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：
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萬
世
橋
間
を
金.通
す
る
に
は
、
，明
治】

.
|士

七

年

上

り

：
四
十
五
ー 

I

I

K

1

1

I

I

大

贾
I

事
I

る

。

：
此

の

山

手

線

及

び

中

央

線

完

成

^

^

^

即

ち

明

治

四

十

—

及

蓮

置

樂

零

取
1

な

外

發

達

篇

著

藉
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濱
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鐵
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參
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延

坪

及

ガ

其

の

收

容

人

員

に

於

^

て
躍
進
的
數
字
を
示:1
>

て
：
ゐ

る

が

其

，
の

實

體

を

潙

す

：も

：の

は

、

.

丸
ビ
ル
、
郵
船
ビ
ル
及
び
遞
信
锴
等
の
*
設
で
あ
る
:0

窗

稿
$

.

.

.

.
 

.

.

. 

,

,

扨

、
，
か

ゲ
I;
;

た
勤
八
が
先
づ
何
處f

ク
た
か 
>

'東
京
の
|?
!

手
は
古
ぐ
は
官
吏̂

官
員
檫
办
住
宅
地
で.
あ

る
.0
.

.

:

.

,

明
治
1
1ー
十
ゼ
年
に
釋
ざ
れ
だ
威
會
生
活

」

ど
題̂

る「
女
學
世
界」

の
.秋
季
滑
刊
に&

の
記
錄
补
ぁ¥
'

:

::

:

V
:
:
,
'
,
,

『

來
京
で
官
蓝
の
住
所
と
云.ベ
ば
先
づ_

町
區
内
、
四
谷
、
赤
坂
、
.

平
込
•

廊
布
な
ど.
と
云
ふ
山
の
手
が
：お
定
り
で
其
内
に
も
軍
人
が
平
込
と
麻 

.V :

.
〃
布
と
か- '

大
藏
省
や
內
務
省
め
官
東
は
小
珩
川
1

麴
町
と
考
ふ«

に
自̂

|

定
の
猶
域
が
通
來̂:

居
る
、
そ
れ
攸
め
や 

.

'
'■

と
が
、'
兒
遨
の
|

1

^

す
名
學
校
の
位
置
众
ど
か^

卿
と
な
> <

斯
樣
な
傾
向
を
生
ず
る
の_で
.
せ
ぅ
。
そ
し
て
皱
等
が
下
町2
::
0

も
山
の
.

手
を
多
く
撰
：， 

.

ぶ
も
の
は1

町
の
狹
：つ
苦
し
い
所
で
高
い
家
寅
を
狒
ふ
ょ
り
も
山
の
手
の
高
臺
で
空

も
好
く
眺
菌
も
好
い
方
が
利
益
であ

る
と沄
ふ
の
も
一
つ 

の
.原
因
で
、せ
う
、
そ
れ
に
役
人0 :

住
宅
は
如
何
し‘
で
も
小
く
と
昝
門
の.
1
っ
も̂
>
:

っ
て
植
込
の_少
々
あ
る
庭
園
を
有
し
て
所
謂
お
屋
敷
然
と
し
て
、

:'
i

i-
!
-

^

g

*

^

i妙
欠
ぐ
る
と
一

K

ふ
樣
な
考
へ
も
一.
っ
の
原
因
で
せ
ぅ
。
雨1
1« -

风
飾̂

で
-

は
1

^

办
住
所
ば
前
記
の1
!

町
中
四
稃
ギ
小
衧
川
な
ど.
 

.■
!

ガ
あ
り̂

じ
た
が
、.

規
今
で
は
そ
れ
が
千
駄
ヶ
谷
ノ
齙
讲
乂
久
保
な
ど
ま
で
も
押
ん
込
ん
で
然
樣
な
遠
方
か
ら
瀰
勤
す
る
と
爷
遽
に
爲
っ
^

、

,

そ
れ
は
俗
藤
を
避
く
る
と
一

K

へ.
ば
大
變
に
立
派
な
，様
で
あ
る
が
，質
は
生
存
競
举
の
爲
に
起
る
自
然
の
僻
梁
で
あ
る
こ
と
は
嘲
は
れ

M

せ
ぬ
。

』

，

■:
『

八
激
の_

接
调
に
六
氍
办
四
疊^ :

叹
書
齋
、^

間
、
#

食
紫
貌
相
5

襄
が
十
:#

炎
嘗
く
ゼ
：^

晏
^

こ
れ
似

家

，
の

內

で

尤

も

立

派

に

與

飾 

.

さ
?>
:

-

、
室
で
& -

る
、
そ
れ
に
茶
の
間
、
書
坐
部
廣
ぺ
>

女
部
屋
、
細
君
；の
居
間
、
—

释

：ご.
れ
等
が
來
づ
普
通
の
上
等
の
部
で
洋
風
の
1

間
も
あ 

.

るi

は
到
戚
も
こ
の̂
^

の
人
々
の
虫
活
費
の
許
さ
ぬ
所
で
あ
る
：
：
家
賃
は
勿
論
場
所
に
由
っ
て
多
少
の

•
相
違
は
あ
る
が
大
抵
こ
め
邊
；の

」

家
®

 

,■
:

ご
#

は
ー
家
序
十
八
丸_

が
ぢ
ニ
十
0
3£

圓
迄
：で

.

;

そ
ど
で
、
郊
外
進
出
ば
或.
る
意
味
で
は
經
濟
的
原
因
に
銮
く
逃
避
と
も
見
ら
れ
る
い
漱
石
は
次
の
樣
に
書
い
て
ゐ
る
。

,
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-
•
<
、

.
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.
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'
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.
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.
.
.
•
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.
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.
■/
■
. 
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.
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.
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.

.

.
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.
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,
•
.
.
.
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. 

. 

.

.

.
-
-
V 

「

い
:

V、
-'
.、 

::
■
.
':
.
. 

.
'A
ぐ
.
.
.
.
.
.
.

;'
•
. 

.
•
' 

+

イ

;\

.『

大
久
保
め
蟥
琯
場
を
下
り
て
、
仲
西
ん
ひ
通
を
戸
山
^

校
の
方
へ
行
か
ず
に
、
踏
切
か
ら
す
ぐ
横
へ
折
れ
る
と
*
ほ
と
ん
ど
ヨ
兄
許
り
の
細
い 

_ 

V

路
に
な
る
。
そ
れ
を
爪
先
上
り
に
だ
ら
^

^

と
上
る
と
，
疎
ら
な
流
宗
戴
が
あ
る
。
興
藪
の
手
前
と
先
に
，

一

軒
づ
っ
人
が
住
ん
で
ゐ
る
。
野
々
宮 

.

ぐ
の
家
は
典
手
前
の
分
で
軚
っ
た
。

(

中
略〕

 

、 

，

:•

;
 

f

:

:

,u >
•

か
様
古
い
建
物
と
思
は
れ
て
、柱
に
寂
が
あ
る
。
其
代
り
唐
紙
の
：立
て
附
け
が

.：

惡
：い
.0

天
井
は
眞
黑
だ
。
洋
燈
計
り
が
當
世
に
光
っ
て
. 

,

ゐ
る
。
膝t

窗
对
の
樣
众
新
式
の
學
请
が
、
物
數
窬
に
こ
ん
な
家
を
偕
り
て
、
封

_

時
代
の
孟
宗
薇
を
見
，て
暮
ら
す
の
と
同
格
で
あ
る
。
物
數
寄 

な
^ :

ば
當
人
の
隨
寫
た
が
、
も
し
必
要
に
.
逼
ら
れ
て
、•
郊
外
に
自
ら
を
放
逐
し
た
と
す
る
と
、
•
甚
だ
氣
の
瑋
で
あ
る
。
聞
く
所
に
ょ
る
と
，
あ
れ 

'

丈
の
'

學
潜
で
、
丹
に
た
つ
た
芄
十
五
阊
し
か
1

大
學
か
ら
貰
っ
て
ゐ
な
い
さ
ぅ
だ
0 -

だ
か
ら
巳
か
を
得
，ず
私
立
學
校
へ
敎
へ
に
行
く
の
だ
ら
ぅ
。

.

そ
れ
セ
妹
に
入
院
さ
れ•て
は
.
堪
る
ま
い
。
大
久
傲
へ
越
し
た
.
の
も
、
或
は
そ
ん
な
經
濟
上
の
都
合
か
も
知
れ
な
い
：
，

♦』

Q

S

四
郞』

)

し
か
し
郊
外
の
發
展
は
务
ず
し
も
、
經
濟
的
逼
迫
に
ょ
る
も
の
許
で
は
な
く
一

 

方
に
は
高
等
银
宅
地
を
持
づ
事
ぼ
周
知
で
あ
る
、
"
唯 

都

象

外

输

乾
，
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五
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九
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。
都
市
郊
外
論
淨
說

：

, 

■

:六
0

.

.

(

六
、ニ 
四)

大
•體
の
傾
向
ば
中
產
階&
的
で
、『

有
識
無
產
階
級
の
つ.
-

-T

ま
し
や
か
な
る
小
住
宅
地
：と
し
て
、
.い
づ
れ
に
も
せ.ょ

多

少

の

庭

阐

的

技

：
巧

を
伴
ひ
つ
X

、
、街
路
化
す
る
成
行
を
指
し
て
い
ふ
？

あ
る

』
〈

雜

誌「

日
本
及
日
本
人t
e
和
一.
一.年 

一
H

號
、
西
避
亂
鄉
著.
r

$

l

外
の
‘
硏

客

冥

等

の

點

•で
，は
本
誌
I

て
發
表
し
だ
知
識
階
級
の
大
都TI
T
-
-麗

及

そ

の

蜃

地

域

に
關
す
る
數
字
ぞ
參
服

し

て

賞

ひ

た

い
。(

第
二
十
七
卷
八
月•
十
月
號)

之
れ
に
ょ
る
と
所
謂
郊
外
地
並
び
に
新
市

g

住
宅
地
化
せ
■

郊
外
地
に
知
識
階
級
の
翟
す
る 

狀
況
が
判
明
す̂

で
：あ
ち
ぅ
!0
,
:
-
'
.
:
: 

.

.

.
S
謂

「：■' .: 

- 

V
, 

- 

 ̂

ノ

.

.

.

. 

： 

. 

- 

- 

. 

,

.■

. 

■ 

■ 

■

«

、
か
く
の
如〈

し
で
.郊
外
地
の
成
立
及
發
生
皇
、
吾
々
は
之
れ
を
大
都
市
の
現
象
と
し
て
、
殊
に
通
齪
者
の

f t
;

宅
f

l>
て
鋳

察
す
る
。
兹
に
都'
市
•社

霧

者

の

，所
謂
、

®

期
券
■通&

者
の
.
地
域
が
成
立
す
る
罢1

C

現
抵
、
此
の
地
域
が
都
心
地
か
ら
見
て
何 

れ
程
の
距
離
把
杻
る
か.と
沄
へ
.ば
、
地
理
的
距
離
は
一
概
に
，定
め
る
事
ば
出
來
な
い
1

蔻
し
交
通
機
關.の
盤
備
が
陳
題
，に
な
る
か
ら
で 

I

。
高
速
度
交
通
機
關
の■發
展
运
ょ
っ
て
可
成
、
遠
方..の
_

が
郊
外
化
し
て
來
る
。
殊
に
、
飛
地
的
形
式
の
i

と
に
郊
外
の
.發
生 

す
る
’
事
か
あ
る
。
吾
々
は
こA

で
湘
南
の
諸
地
區
、
例
へ
ば
鎌
倉
や
藤
跟
等
を
康
京

(

又
は
橫
濱)

の

郊

外

と

势

べ

，
石

0

-:
:
勿
論
、
ゝ
是
等
の 

土
地
必
權
瓶
说、
»

慨

.都

靡

鄉
^ :
_

''
«

が
ら
距
_

^

に
撕
0

に
_

_

、

- *

の
中
間
に
*
硬
ど
無
關
係
が
土 

を
介
往
せ 

.
し
め̂

4

1

^

_

に
灌
る
、
麵
っ
セ
爾
か
ら
沄
へ
ば-

獨
立
の
都
市
形
態
で
あ
っ
て
、
中
炎
都
市6
直
接
的
地
域
的
延
長
の.

哪
4
は
1其 

へ.
な
い
。•ム

か
: ^

實

霞

に

見
^

諸
般
の
：生
活
形
相
亦
霖
舨
的
特
色
を
髮
：せ
汜
*

ヤ̂

る

-'
<
>
:
，

は
其
.
の
著
じ̂

撕

で
^ >
'

る

今

從

ク

て

.、

^

等

o '

盡

；.に
» :—

先

づ

資
|

£

生
活
0

職
^

^

活
« )
:

が
居
住
者
に
#

は
ぬ'-
'
0

〈

即
'
ち
.
是
等
の
士
.

地
に
は
、
現
在
々
住
す
る
人
々
、
し
か
も
有
識
技
能
的
な
活
動
力
を
持
つ
允
人

.

々
に
生
.
活
機
會
を
興
へ
る
職
業
的
活
動
は
皆
無
で
あ
る
。 

麼

に

佝

名

か

の̂

護
虫
の̂

き
^
大
學
敎
授
の
如
き
ご
倉
社
寓
役
ネ
其
薇
行
會
社
員
の
如
き
裏
者

, 

- 

-' 

. 

A
 

-

 
_

 

+ 

. ■

 

'

奚
等
の
人
々
を
包
容
す
る
法
娃
も
學
校
も
會
社
：赢

行

も

無

い
6
.

脅
あ
ぁ
9

挺

つ
.て
是
等
: 0

入
.

1々
ば
い
づ
れ

.

 
.
.
.
.
.
.

 

'

.

 

•

 

•

 

-

.

 

.'

.

^
^
.
.る
、'
職
場
;5
:

他
に
有
す
る
人
4

で
あ
る
^

同
櫞
ぬ
是
等
^
土
地
に
生
活
す
る
入
々
の
有
す
る
_比
^
§
^

|
い
敎
§
§
^
:

に
應
ず
る
施 

雙

無

(

い
オ
敏
育
を
は
じ«>
_

滅

:.
:
,
-
>
.
飲

食

ゴ

趣

味

及

が

日

傷|

就
い
”
て
|

述
^

る
人
ギ
の
嗜
好
に
投
^

る
が
如
き
供
給
を 

致
す
ネ
の
吹
皆
無3 1

は
少
な
い
の
%

蕃
る
：タ
故̂

ぐ
此
©
:方
面
ぬ
#

い

て

も

：八

々

：：
は

、
そ

：
の
.
滿

足

を

此
：の
，'
,
?
:
:兩
面
の
生
活
々̂
.

の
中
心
地
に.，
な

る

：
の

^

羝
麗
朿
で
あ
令
て'
マ
镞
つ
令
是
等
の
，土
焉
は
靠^
 

的
性
質
&

具
有
す
る
：

唯
、.
空
間
的
に
連
讓
に
接
續U
:
乾

.
黟

撖

ち：

飛
地
的
1

:

で

あ

：
る
.
所

に

特

笆

を

持
&

て

ゐ.る

理

：
で

あ

.
る

.'
0
.

. 

-
.
.

.

.

.

.

. 

.
•
• 

- 

. 

. 

.

. 

.

.

.

■'
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•

.

.

.

 

•.........
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、
か

、

态
_

地
; ^

郊

处

又

ほ

郊

外

的

.
で
：

と
ず
る
表
太
都
市
の
郏
炸
謹
間
的
螨
が
从
は
頗
i

と
S

は
ね
ば
な
&

ぬ
;°

窗

®

^

 

は
、.
藥
京
を
中
心
セ̂

て
.、.
ほ 
>

.三

.
十

嗎

塞

の"醫

喀

在

冬

。
：

(

本
_

1

:

:

1肀
八
卷
‘第
十
號
、
拙
稿「

大

馨

生

活
'圈
0

畫

m

つ
い 

て
.

」

參
照)

普
通
此
の
郊
外
圈
は
都
心

(

ょ

暮

：哩̂

至
：瓦.
十
哩
ぬ
§

_

る
：で

あ

ら

ぅ

。

'

郊
外
人
ロ
が
此0
距

離

に

比

例

し

.
て

滅

少

し 

て
來
ゐ
の
は
當
然
で
、
或

桑

國f

の
郊
外
硏
究
货
は
丨
十
艽
哩-に
於
い
て
は
全
人
ロ
の
ニ
割
、
，
.
.

〗

ー
十
哩
に
於
や
で
ば
全
人
ロ
の- : 

:
割
:£

贫
*

: ^
$ :
1

^

地
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'
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凌
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に
、
中
心
と
郊
外
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距
離
、
人
口
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質
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經
濟
的
活
動
の
性
气
從
屬
的
中
心
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中
心
と
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間
の
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か
べ
て
、

東

京

の

奪

で

，
君

へ

ぱ

嘗

て
 

嗆
都
蜜
活
圈
の
調
脔.で
は
、

r

大
茈
年
間
の
は
じ
め
に
は
本
當
の
郊
外
で
あ
つ

-た』

山

手

線

沿

線

盆

域

、
柬

京

驛

.よ

り

半

徑

十

籽

圓 

i

域5

土
地
は
市f

住
宅
塊
化
し
て.ゐ
る
笤
現
在
I
外
か
ら
は
除
か
れ
る
。
從
づ
て
_
の
I

地

所

S

つ
1

は 

I

に
よ
つ
七
、
現_

外
地
せ
あ
名
所
と
漸
く
郊
外
地
の
霞
を
脫
却
し
た
所
と
に
分
れ
る

o
前
揭
一
の娶

市
役
所
の
f

調

f
 

"よ
れ
ば
S

圈
士
第
四f
が
茲
傷
題
の
地
區
に.馨
す

る

が

、S
M市
：の
現
代
的
發
展
は
西
及
南
に
著
し
の
：で
一

.概
に
.郊
外
地
域
を

猶

廻

っ

(

て
は
;;
'

杉
並
、
野
方
、
上
板
橋
、
志
村
、
岩
淵
、
江
北
,
西
薪
井

 >

 

梅
鳥
、
來
へ
廻
？

は
、
.；綾

« :

南
綾
^
1

龜
有
、
.
新 

I猶
'

金
：

づ
岩
”

.鹿

本

松

江.

葛
西
の
諸
町
村
を
含
ん
で
ゐ
る
が
大
部
分
市
街
地
化
し
た
所
も
少
く

■
從

ダ

て

'
現

法

の

東

京
 

.
奪

は

：
緣

請

域

に

就

い

.て

見

れ

ば

此

の

第

f
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橫
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京
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の
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五
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用
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。
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:
扨

--
:

'
郊
外
«

©

地

，
理

的

耩

成

が

旣

.述

，
の

逋

如

セ

あ

る

：
と

^

て
;:
'
>
^

一.稗

の

間

題^

あ

：
る6
:

.旣

杧

郊

外

：の
：
性

質

及

び

種

類

に

«

い
* €
:區
別
す
る
脒
は
あ
づ
だ
が
、
：

€ >
;<
?

1

^た
故
：に
:\
>

兹
で
も
住
宅
地
を
本
質̂

ず

：
る

郊

外

；
に

< >

い
.
て
«

ぬ
^

:
す

，
る

，
な

ら

ぼ

';
'

>
鄭
ち
、
：#

外
^

ほ
職
業
的
活
動
も
、'.:
文
：化

：|

費

的

t t

れ
名
場
所
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
郊
外
地
の
働
き
ば
僅
が

^

寢
室
さ
、
い
、
空
氣
及i

澄
な
日
光
：を

篇

ず

る±

地
：た〔

る
に
止 

去
' 0
:
て
ザ
ふ
。
乏
れ
郊
外
地
が
罾_

、
«

室
都
市
と
呼«

れ
る
所
«

で
あ
：る
。

ぐ
'

4

射
論
、.
.记
量
.
の
所
得
を
有
し
、
定
量
の.人
.
o

が
密
集
す
る
地
域
に
對
し
、.全
然
、
職
鼗
的
活
動
吖
發
生
し
な
ぃ
と
ー
石
ふ
事
は
無
ぃ
。 

'
,

『

市
內
の
；住
铝
地
と
同
で
榇
に
、
ど
の
住
绝
地
：

£

飞
直
接
附
屬
す
る
所
の
經
濟
的
及
び
共
の
他
0

活
動
#

存
在
ボ
：る>
.
即
^

食
料
品
配 

M

v>
:/
J

'
賣
商
、
應
急
醫
療
施
設
等
々
が
存
往
す
る
。
更
に
婦
人
中
平
衡
は
：大
部
分

0

時
間
を
か
; >

る
郊
外
セ
過
す
が
故
：に
彼
等
に
つ

S
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v
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利
害
關
係
に
沖
クf

 Q
,

が
あ
る
。
か
、
る
社
會
で
は
一
般
沾
敎
育
的
活
動
が
非
常
に
發
達
し
て
お

^

^

同
じ
&

婚
婦
人
が
通 

:

1

係
し
て
為
る
公
式
叉
は
非
公
式
の
團
體
活
«1
;

も

盛

ん

で

あ

：る
：？

最

後

亿

往

宅

她

雜

读

年

男

子

が

夕

方

文

ぼ
 

ぃ
活
動
及
び
組
織
を
含
ん
で
ゐ
今
紙
交
ク
ラ
ブ
、
ダ
シ
-

ス
ホ
一
ル
ク
缺
黴
館
ゃ
其
の
他
が
郊
外
ザ
繁
昌
ず
る
汐
叉
敎
會
や
ゴ
ガ
ァ
ク
ラ
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:
プ
等
は
处
#

ず
1>

も
兩
立
の
㈩

双
豸
も
の
で
は
な
い"
が
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,
'
.
:
.
郊
外
连
活
者
の
：
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^

活
動
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.し
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典
型
的
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あ
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。
；
郊
外
g

J t
^

v v 

.
、て
是
等
0

§

が
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昌
ず
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事
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，
兩
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社
會
に
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婦
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的
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丨
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へ
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果
し
て
，.
凡
へ
て
の
刻
外.か
之
れ
丈
け
の
組
織
や
活
動
を
窗
す
る
が
と
云
ふ
と
頗
名
.
疑
問
で
あ
.る
。
例
へ
ば
或
る
.郊
外
で
は
主
\

 

W
 

通
澍
し
て
7
ふ
■

<?
:
共

の

前

後

に

.子
供
が̂

0
* 
.市
內
ハ
中
心
地)

の
，
學

校

に
.
通
學
し
、
更
ぬ
ギ
前
中
家
婦̂'
-

質
物
其
0
.

他
'の
爲
め̂
1 1

内 

に
出
て
了
ふ
仞
は
少
く
な
い
ノ
そ
れ
故
，、
書
間
.
の̂

外
は
、；
殊
に
傅
宅
地.區
で
对
、
家
庭
の
使
用
人
と
猫
と
犬
七
：小
‘島
文
；け
、..:
'
.或
び
：は 

隱
居
|

<

と
，
が

淺

さ

れ

て

ゐ

る

狀

態

と

，
茗

0
.
,郊
外
生
活
の
象
調§

遲
鋪
性
が
玆
に
生
れ
各
と.1裔

^ ,
:
て
ゐ
«

::
'

0& :
*?
:

『

住
宅
地
. 

郯

外

位

狄

し

，
て
：
社

. #

學
的
'嫁
見
て
完
全
な
も
の
で
は
な
い0

共
の
經
濟
荷
動1

白
に
シ
.
テ
ィ
ー
に
從»

し
て
ゐ
るo

居
f

ぬ
所
得 

の
大
部
分
.は

.

シ
ー
フ
ィ-

で
得
ら
れ
そ
の
：支
出
类
部
分
が
、
ゾ
同
じ
く
シ
テ
. ^
I

k

集
め
ら
れ
るo
'
郊
外
虫
活
者
の
娛
樂
的
智
的
生 

活
：

Q
:

大
部
分
は
中
心
都
市
に
結
び
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
ダ
グ
.
ラ
ス
が
好
ん
奇|

?

^

ま

3

所
の
麽
的
結
合
も
|

ィ
丨
に
結 

び
つ
'い

て

袁 

て
.
ゐ
る
。.
郊
外
生
活
者.の
：優

勢

な

關

心

又

は

忠

誠

I

注
意 

を
喚
起
冲
名
出
來
事
、
感f

刺
戟
す
為
間
題
等
は■.い
づ
れ
も
•
舊

零

に

結

び

つ

い

て.
ゐ

る

。

一

般

の

部

外

人

は

、
,
完

垒

な

都

曾

人

為

じ

新

跫

讀.む

、
僅

分■

身
#

町

に

：關

才

：翁

議

：が

假

决

综

刷

岑

れ

た

と

し

て

、
塵

欠

く

下

位

.に

置

か

1

て
.シ
テ
イ
丨
に

對

し

セ

：
第

ニ

：
：：：に

關

係

あ

る

も

0

が
上
1

:|
>

る
事
を
見
_

:

エ
ネ
：何
等
不
釣
合
の
念
を
感
じ
茳

.

.
ル
；さ
;1

.;<
‘之

れ

が

岗

外

生

活

め

鸯

で

本

奪

ゼ

か

し

. #

把

間

題

を

二

：

^

提

起

し

：
て
：
差

產

.い
と
思
ふ
。
即
ち
、
‘

郊
外
地
；が
一
つ
の
i t
;
 

宅
地
：區
で.母

羞

ら

诚

そ
U

て
：興
處
_

.

完
全
な
社
會
坐
荷
が
衍
は

.

れ

る

：と
；一

蒙

な

_

の

達

康

れ4

謂

：
に

檢

滸

さ
&

£

で̂
^

に
完

全

寶1

雰

翁

■

ら
之

:'
::0

大

都

市內
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1

抓
域
的
に
見
て_

擬

が

決

し

ま

ぐ

は

责

。
懸

地

證

淺
餘
が
あ
れ
ば
：、
：之
れ
に
近
隣
ず
る
■下
ン
町
、
寅
_に
/

1̂

手
‘

も
住
备
地̂

的
住
宅
地
と
化
じ
た.
1地
帶
な
ぞ
も
、
，：性
質
上
セ
は
郊
爪
住
宅
地
.
に
顏
：る
跟
似
し
て
ゐ

敎
育
其
の
他
の.
活
動
が
、
他
の
土.
地
に
依
存
し
て
ゐ
る
、
消
費
が
外
：の
土
地
で
爲
さ
れ
る
、
等
々
の
：事
は
何
故
、
是
等
の
諸
住
宅
地
で

.
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-
'
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も
共
.
に

同

じ

く

見

る

瑰

象

：
で

は

な

.か
ら
ぅ
.か
そ
れ
を
郊
外
に
就
い
て
の
み
、
取
上
げ
て
問
題
に
他
の
場
合
^
等
閑
視
す
る
の
は
何
故 

か
。」

之
れ
は
.
現
代
郊
外
坐
活
論
か
ー
淪
題
と
し
セ
確
か
に
提
起
せ
ら
を
可
含
擻
値
狀

^

る
。
.
,
•.

此
の
問
題
が
發
生
す̂

に
就
い
て
ば、

：
1

0の
_

へ
友
，
艾
は
_
識0 :
-

偏
齋
が
先
在
す
る
の
を
見
出
す
事
が
队
來
る
0

.
即

ち

他

の

住 

宅

地

は

、
，

.之
れ
.を
舍
む
都
市
其
の
も
の
と
金
く
.ー
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で
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同
機
に
楚
等
の
住
宅
地
區
は
い
づ
れ
も
，
全
き
都
市
の
ー
部
分
ぶ
あ
る
に
對
し
、
郊
外
は
、
な

.
ほ
若
干
、.'
;

獨
立
し
た
地
或
、
別
卿
の
社 

會
と
考
へ
.る
见
方
が
根
本
に
横
つ
て
ゐ
る
爲
で
は
な
か
ら
ぅ
か
、

.
朿
京
市
_

就
い
て
一
友
ふ
な
ら
ば•

本
鄕
、

(

* •

込
、〗

•

の
住
宅
地
は 

取
.東
そ
の
も
の
と
一
體
で
あ.る
が
、
世.田
#

、

.杉
並
、
中
野
，
大«

、「

»

田
、の
一
部
に
は
、S

*

こ
V

で「

不
完
全」

.と
銘
を
ぅ
.た
れ 

た
郊
外
坐
活
泜
る.
と

す

る

ゃ

市

街

地

化

：
し

だ

品

川

、

.
蓰

原

、.目
.
黑

，&

谷

、

淀

橋

等
0

往

宅

：地

は

ど

ぅ

：な

る

0

東

京

山

手

の

.
居

住

箸
 

於

、̂

0 .

內

、
：
日
本
懾
に
ー
通
勤
し

"

銀
座
に
質
物
や
映
窗
見
物
を
し
て
も
、
山
手
の
生
活
を
不
完
全
と

i
k

ぬ
だ
い
のi

r

山
手
れ
諸
地 

區
も
、：：

汍
の
一.

內
も
銀
座
%■
_

じ
都
市
の
内
で
あ
る
と
云
ふ
觀
念
に
甚
い
.て
ゐ
る
と
せ
ば

、
澀
谷
、
.
■回
黑
の
市
街
地
化
し
た
地
區
も
防
じ
. 

機
に
考
♦
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
し
、
又
社
會
坐
歡
の
#

體
か
ら
1
苎

つ
て
、
：
同

じ

铘

市

の

.
延
長
に
外
象
レ
ぬ‘本
格
的
杈
郊
外
傲
宅
#
も
同
襻 

に
考
べ̂

れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
そ
.
れ
を
*

恰
も
、.
.別
の
社
會
に
屬
す
る
も
の
と
し
て‘の
考
へ
が
栽
礙
に
横
は
る'が
故
に
：
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六
三
〇) 

郊
外
地
丈
け.
を
、
不
完
全
な
生
.活
地
區
と
批
判
す
る
樣
に
思
へ
各
。

'

實
際
の
差
異
は
、

一
都
市
全
體
の
內
に
組
成
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
時
間
の
長
短
、
舊
新

‘と
云
ふ
事
と
、
單
に
距
離
丈
け
の
問
題
”で
は 

な
か
ら
ぅ
かo
:
一
 

方
は
早
く
か
ら
都
市
の

一

部
と
な
り
又
從
つ
て.
都
市
の
中
心.に
近
レ
他
方
ば»

し
、い
發
氧
に
於
い
て
都
市
の

^

*

と 

も
見
ら
れ
*

又
其
の
距
離
は
一
般
に
遠
い
。
之
れ
丈
け
の
相
違
が
、

.

以
上
述
べ
た
様
に
郊
外
と
、
、
市
街
地
化
.し
た
他
の
住
宅
地
と
を
差 

.SI

的
に
取
政
.ふ
^

分
が
^

.
據
と
125
:

.

へ.
.る
か
。

.

 

•

此
の
間
題
は
仲
々
面^ ,

い
課
題
.を
含
ん
で
ゐ
る
。
故
に
早
急
に
间
答
を
與
へ
難
い
様
に
思
は
れ
る
。

.

(

一)

郊
外
地
：が
如
何
な
る
點
で
何
れ
程
、
別
0

社
會
で
ぁ
る
か
、
即
ち
母
體
で
ぁ
る
都
市
に
ど
れ
程
隔
つ
て

(

社
#

的
に)

ゐ
：る
.
か
。 

C

ニ)

郊
外
地
が
其
の
.地
區
と
し
て
，自
存
的
で
な
い
と
し
て
他
の
住
宅
地
は
、
.ど
れ
程
自
存
的

.
で
ぁ
る
か
、
又
は
全
市
と

一

體
と
考
へ 

"

ら
れ
■
る
根
據
は
何
處
に
往るか

：
..

.

(

三)

他
の
.住
宅
地
が
自
存
的
な
：り
と
す
れ
ば
其
0

性
質
は
|

經
濟
的
、
政
治
的"

文
.化
的
.
'
社
會
的
'に
.見」

て
ど
ラ
か
ゃ
.

. .(

四

)

結
局
若
し
郊
外
地
が>

© :

體
都
市
に
.完
全
に
組
織
立
て
ら
れ
な
い
と
し
、
.

い

つ

迄

も

偏

歪

；せ

る

生

活

が

.營

ま

れ

る

と

す

れ

ば

、
.

 

。

毋
體
都
取
の
、
限
界
は
何
處
に
求
め
ら
れ
る
か
、

. '

換
言
す
れ
ば'

、
母
體
都
制
ひ
住
宅
地
區
と
仏
て
合

.#

的
だ
輅
圓
呔.

い
.

づ

こ

に

.定 

■

?

む

：可

ぎ

か

。
こ.

 

.

、

‘

•

以
.
上
の
諸
問
題
が
更
に
提
出
さ
れ
る
。
概
.
說
す
る
に
部
外
地
が
充
分
組
織.さ
れ
だ̂

^

に
組
織
立
て
ら
れ
だ
社
會
で
：
#

ぃ
事
は
耷
ふ
迄
も
な
ぃ0
ぺ

殊

に

近

郊

農

村

と

；の

歡

觸

點

に

ぁ

る

と

す

れ

：ば

'古

ぃ

農

村

的
.

^

て
お
り
、
亥
配
し
て
ゐ
石
。
，遊
に
.
二
つ
.
の
文
化
の
推
移
的
抗
部
が
あ"る
。
若

し
S

に
分
た
れ
るo
.
第
一r

期
：は
最
初'
の
移
住
者
が
全
然
、
田
園
的
農
村
的
約
束
の
內
に
_

活

す

る

事

：
で
：あ

り

、
：
.
第

二

期

は

移

住

者

が

漸

次

增

•, 

•
.

加
し
て
勢
カ
の
抗
爭
が
始
ま
つ^

時
、':
第
一
ニ
期
は
都
市
は
勢
カ
が
：應

：倒

的

と

»

つ̂

農
村
的
色
彩
が_

滅
さ
れ
、
彼
等
は
後
退
す
る
か

\

 

+
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

* 

• 

• 

• 

; 

• 

.

.

. 

.

.

.

又

は

都
- #

人
に
.同

'化

さ

れ

て

了

つ

.
た

時

期

p

あ
る
。
此
0

第

.|、
第
一
一0

時
期
に
於
い
て■郊
外
.が
充
分
組
織
的
で
無
い
の
.は
當
然
で
あ 

る
®

從
つ
，て
お̂

ゆ

る

點

で

.、

都

' #

人
的
要
求
を
持.
て
ば
、
そ
0 :

坐
'活
は
自
存
的
で
な.く
な
?>
:
0
,

;

:

-

 

.

.

. 

’ 

母
體
都
市
の
、
一：邰
と
な0

た
住
宅
地
''

ょ
し
'新

し

ぐ

市

街

地

：化

：し

.
た
土
地
で
?>
;

、
其
處
忆
はr

市
街
地
的
住
宅
地
化
し
た
事 

に
ょ
.
る
組
織
が
在
るP
:
あ
，る

楹

度

*

で

自

存

的

に

な

り

得

：
て
ゐ
一
る

.
o

'共

の

亂

織0

範
圍
及
び
種
：
_

呔
問
.職
で
あ
：る
が、

-
—

そ
し
て
之 

れ
は
又
別̂

檢

討

し

‘
て

見

た

い

が

——

市
街
地
化
3

た
所
に
充
分
龃
織
立
で
ら
：れ
る.可
能
性
.が
办
り
\

未

組

織

の

郊

外

の

様

に

：全

部

が

全
部
、母體
に
依
存
し
て
行
く

 

i

一

K

ふ
必
要
が
な
く
な
る
。
：
匆
；
&

經
.濟
的
敗
動
は#
央
都
心
地
吃
依
存
し
て?>
:
-、
：_

費
、
敎
育
等
に
於

)

.

.

.

.
 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

. 

: 

.

.

.

.

.

. 

• 

- 

- 

.

.

.

 

.... 

.

.

.

い

て

可

成

り

：の

程

度

に

自

#

的
に
な
0;
,
て
來
て
ゐ
る
と
も
思
：ゆ̂
る
0

從
つ
て
.、̂

外
の
生
浒
|

^

氧
調
な
坐
活
内
容
：で
も
無
く
な
る
0 

茲
に
若
し
かi

る
住
宅
地
が
比
較
的
遠
隔
の
地
に
成
立
す
吝
様
に
故
る
と
、
：都
办
地

0

第
ニ
次
的
觀
浪.が
あ
る
0

が

...
 

..

..
 

.
 

.

.

. 

I
 

..

に
對
し
て
副
次
的
都
心
が
出
來.て
、
，
是
れ
等
の
住
宅
地
は
ち
の
第
二
次
都
心
に
支
配
さ
れ
：て
考
.へ
ら
れ
る
樣
に
な
る
。
之
れ
が
都
心
地 

を
中
心
と
し
て
考
へ
た
都
市
の
限
欺
ザ
あ
づ
七
第
四
問
は
.之
れ
に
ょ

p

て
賢
へ̂

れ
各
o
:
.實
際
：に
ば
，
跪
谷
、
目
黑
、
淀
橋
、
中
野
等 

の
市
街
化
住
宅
化
と
共
に
新« ;

の
成
立
を
見
だ
事
が
之
れ
豸
證
ず
反
々
：經
濟
的
活
動
に
於

‘い
：で
は»

心
的
.
で
は
無̂

か』

知
れ
な
い
、
 

が
、.
商
業
、
娛
樂
、
文
化0

|
§

點
.に
於̂

で
ば
銀
座
0 ,
本
歡
か
服
心
她
に
對# t

す
る
㈣

㈤

を
示
し
て
が'
る
、
そ
れ
は.

下
町
が
0 1

申
に

都

市

郊

外

输

序

說,

八
.
.
'
:
'
一:

..;.:-ブ

,:.
:

: 

_

.六.
七
：：

.

.(

ザ
-
. f
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